
� 1

1930年代ベルリンにおける
クレメンス・クラウスの音楽活動

佐　藤　　　英

はじめに

本稿は，ウィーン出身の指揮者クレメンス・クラウスが，ベルリンにおいて

行った音楽活動について，ラジオ放送やレコード制作といった音声メディアと

のかかわりにも着目しながら検証するものである。考察の対象とする期間は，

ナチスが政権を握る1933年から，第二次世界大戦が勃発する直前の1939年 ６ 月

までとする。これまでの論者による論文と同様，ドイツとオーストリアのアー

カイブの資料を駆使した実証的研究である 1。

本稿で注目するのは，主に以下の三点である。

第一点は，クラウスがベルリン国立歌劇場監督に就任するまでのプロセスで

ある。両者が初めて共演するのは，1933年のリヒャルト・シュトラウスの《ア

ラベラ》のレコーディングだった。その後，両者は共演の機会を得ないままで

あったが，1934年12月，ヴィルヘルム・フルトヴェングラーが同歌劇場監督を

辞任した後，クラウスがその後継者に選ばれた。このプロセスについては，従

来から様々な研究が行われている 2。フルトヴェングラーが作曲家パウル・ヒ

ンデミットを擁護する記事を発表したことに端を発するヒンデミット事件に関

わりがあること，そして，ほかならぬこのヒンデミット事件が，ナチス・ドイ

ツ時代における芸術と政治の関係性を象徴的に示す事例でもあるからである。

しかし，先行研究において，クラウスが残した記録は参照されてこなかったよ
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うに思われる。それゆえ本稿では，そうしたクラウスの記録に加え，当時の資

料を再検証する。これにより，彼とアドルフ・ヒトラーやヨーゼフ・ゲッベル

スとのコネクションがどのようして生まれたか，また，このコネクションがベ

ルリン国立歌劇場の人事にどのような影響を及ぼしたかについて，新しい知見

を示す。

第二点は，クラウスがベルリン国立歌劇場監督の地位にあった，1935年から

193６年にかけて，彼がベルリンにおいて行った活動についてである。国立歌劇

場でのオペラ公演のほか，ナチスの行事やラジオの音楽番組への出演，さらに

レコード制作を検証する。クラウスが残していた記録をもとに，この期間の全

演奏データを示す。放送に関しては，制作現場の交信記録を参照し，これまで

言及されてこなかった番組の経費についても可能な限り提示する。

第三点は，クラウスとベルリン・フィルハーモニー管弦楽団の共演である。

従来，クラウスとベルリン・フィルハーモニー管弦楽団の初共演は，このオー

ケストラの資料に基づき，1939年 ６ 月11日のリヒャルト・シュトラウス生誕75

年記念演奏会であると言われてきた 3。だが，クラウスが書き記していた演奏

記録，放送原盤記録などをあらためて調査した結果，この前年に共演が行われ

ていたことが明らかになった 4。ベルリン・フィルに関しても，共演の経緯に

加え，ラジオ放送とのかかわりについても述べる。

1 ．リヒャルト・シュトラウスの《アラベラ》世界初演の中継放送
とレコード制作（1933年）

クレメンス・クラウスは，フランクフルト市立歌劇場音楽総監督，ドレスデ

ン等への客演を通じ，1920年代後半にはドイツにおいて著名な指揮者になって

いた。彼は1929年 9 月のウィーン国立歌劇場音楽監督就任を機にオーストリア

を活動の拠点にしたため，ドイツにおける演奏の機会は減っていた。例えば，

ヒトラーが首相に就任した1933年 1 月30日からリヒャルト・シュトラウスの

《アラベラ》が初演される同年 7月 1日までのあいだにドイツに行われたコン

サートは， 2回を数えるにすぎなかった。 3月31日のドレスデンにおけるオー
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ケストラ・コンサート（ワーグナー《タンホイザー》から序曲とバッカナール，ショ
パンのピアノ協奏曲第 2番［ピアノ独奏はエルドマン］，リヒャルト・シュトラウス

《家庭交響曲》）， 4月23日にライプツィヒにおいてワーグナー生誕100年記念と

して上演された《トリスタンとイゾルデ》がそれである。

ドイツにおいてクラウスの知名度は高かったものの，彼がベルリンで演奏す

る機会は1933年のレコーディングまでなかった。この章では，クラウスがベル

リンに最初の活動の機会を見出すまでの過程を追う。そのきっかけを作ったの

は，クラウスがドレスデンにおいて指揮したリヒャルト・シュトラウスの《ア

ラベラ》初演である。本稿では，ドイツのラジオ局やレコード産業との繋がり

という観点から，《アラベラ》初演以降を検証する。

1.1　《アラベラ》世界初演のラジオ放送

7 月 1 日にドレスデン国立歌劇場で行われた《アラベラ》の世界初演は，当

初はフリッツ・ブッシュの指揮で予定されていた 5。彼は反ナチの立場をとっ

ていたため，1933年 3 月 7 日のヴェルディ《リゴレット》の公演をナチスの関

係者に妨害され，最終的に音楽監督の地位を追われてしまう 6。ブッシュの代

役として《アラベラ》の指揮者に抜擢されたのがクラウスである。

クラウスが選出されるに至る経緯は，こうだった。《アラベラ》の公演は，

ドレスデン初演後，ベルリン，ウィーン，ミュンヘンでも演奏されることが計

画されていた。クラウスは1933年 3 月 3 日にリヒャルト・シュトラウスに宛て

た手紙において，これまでベルリンで指揮した経験がないため，当地の公演を

担当したいとアピールし，シュトラウスもこれを支援する姿勢を見せていた 7。

そこにブッシュの問題が起き，彼が《アラベラ》初演の指揮者から外されるこ

とが決まる。シュトラウスは，《アラベラ》初演のための諸々の交渉を委ねて

いたハインツ・ティーティエンに対し，ドレスデンの初演を担当する指揮者と

してクラウスを推薦した 8。シュトラウスとティーティエンの間で交わされた

書簡によると，初演指揮者の候補者にはエーリヒ・クライバーも挙がってい�

た 9。彼との打診結果を待つように述べた同年 4月 ６日のティーティエンのテ
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レグラムを最後にその名が言及されなくなっていることから10，クライバーは

都合がつかず，最終的にクラウスということで話がまとまったようだ。クラウ

スは ６月13日からドレスデンに滞在して公演の準備をし，初演の後もさらに 5

回（ 7月 3， 5， ８，12，15日），当地で《アラベラ》を指揮した11。

この《アラベラ》は，ナチス・ドイツ時代に始められたラジオ番組シリーズ

「国民の時間」の枠内において， 7月 1日に，まさにその初演の模様が生放送

された12。この「国民の時間」とは，1933年 4 月から開始されたナチスのプロ

パガンダ番組の一つで，全国ネットのドイツ放送（Deutschlandsender）と各地

方局のすべてが同一の番組を同時に放送する，中央の統制が強いものだった

（この放送システムは「全国統一放送」と呼ばれた）13。1933年 7 月には，原則として，

日曜日を除く毎日19時からの 1時間がこの番組に充てられていた。《アラベラ》

の場合，この時間内に全曲が収まらないため，各局は次のように対応した。公

演のすべてを放送したのは，各地への配信の基地局となった中部ドイツ放送，

前述の全国ネットを持つドイツ放送，地方局ではオストマルク放送と西ドイツ

放送だった。それに準じたのが南西放送で，19時から22時30分までがこのオペ

ラの放送に充てられた。その他の局，すなわちフンク - シュトゥンデ・ベルリ

ン，バイエルン放送，北ドイツ放送，シュレジエン放送，南放送は，19時から

最初の 1時間だけを放送した14。

この《アラベラ》世界初演の模様は，先に触れた放送局のほか，イギリス

（ただし最初の 2時間だけである），さらにケーニスヴスターハウゼンから送信さ

れていた世界向けの短波放送でもオンエアされたと思われる。ラジオ情報誌

『ドイツのラジオ』によると，この日の短波放送は19時から西ドイツ放送，20

時から中部ドイツ放送が放送の担当とされており，20時からの番組では途中の

「休憩」では天気予報と予告されている15。19時から西ドイツ放送では《アラ

ベラ》が放送されていたこと，20時からはこの公演の担当放送局の番組が番組

表に出ていること，しかも，休憩時間に天気予報が挿入されることが示唆され

ていることから，短波放送でも《アラベラ》の全曲が放送されたと考えられる

のである。
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《アラベラ》の公演については，新聞等における劇評のみならず16，ラジオ

情報誌の番組批評コーナーでも好意的に評された。ここでは，『ドイツのラジ

オ』の記事を見てみたい。この評者が着目したのは，リヒャルト・シュトラウ

スが色彩豊かなオーケストレーションを発揮することにかけては並ぶもののな

い作曲家だという点である。この《アラベラ》の場合，シュトラウスのそのよ

うな「名人芸と，月日を重ねるうちに成し遂げた明晰さ，つまり室内楽的なス

タイルとの幸福な混ざり合い」が実現しており，それがこの作品の魅力であっ

たという17。同誌の他の批評においては，放送に技術的な問題があった場合，

それが指摘されているが，今回はそれが記されていない。上記のように，論評

がもっぱら作品を讃えるものとなっていることからわかるのは，放送は十分な

クオリティがあり，オペラを聴くことに集中できたということである。

ところで，クラウスとこの放送を成功裏に終えた中部ドイツ放送との関係は，

そもそも良好ではなかった。1929年 5 月頃，クラウスは同局から放送コンサー

トへの出演を打診されていた18。トラブルが生じたのは，出演料の交渉である。

報酬の提示を求めるクラウスの要請に対し19，放送局側が提示したのは1000ラ

イヒスマルクという額だった20。クラウスはこの提案に納得せず，自分の出演

料についての過去の事例を伝え，金額を上げようと試みた。フランクフルトで

のムゼウム協会では同一プロによる 2回のコンサートで3000ライヒスマルクを

得ており，放送出演料はこれに加算されるべきであること，さらに南アメリカ

や北アメリカでのコンサートはさらに高額で，一晩1000ドルを下っていなかっ

たことを告げたのである21。この回答に対し中部ドイツ放送は，フランクフル

トが 2回のコンサートで3000ライヒスマルクならば，コンサート 1回につき

1500ライヒスマルクが基準になり得るとしても，これに放送出演料を加えた報

酬は出せないと回答する。「ドイツの著名な同僚たちは例外なく，貴殿とは

まったく対照的に，慎ましい要求しかしてきていないからです。貴殿の要求を

批判するつもりはありませんが，私たちがお互いに理解しあえないというまさ

にそのことが残念でならないのです」という返信とともに，中部ドイツ放送の

コンサートにクラウスが出演する話は白紙になった22。



6 桜 文 論 叢

このトラブルのため，クラウスはこの《アラベラ》の中継放送まで，中部ド

イツ放送の番組に出演する機会を得なかったようだ。《アラベラ》の放送でク

ラウスがどの程度の報酬を得たかは不明だが，出演を辞退する要素は多くな

かったと考えられる。クラウスはリヒャルト・シュトラウスの強い信頼を得て

いたため，この大作曲家の初演作品を広く世界に知らしめることに使命感を感

じていたことだろう。また，放送の実現という点で見ても，《アラベラ》世界

初演の中継放送は，文化政策の一端として政府から財政的支援が期待できる種

類のものであったことも理由として想定できよう。いずれにせよ，クラウスと

放送局の間にあったわだかまりは，《アラベラ》初演というビックプロジェク

トの中で，解消していたのである。

1.2　《アラベラ》のレコーディング

クラウスは《アラベラ》の初演を指揮したことで，新たな活動の機会を得た。

ドイツ・グラモフォン社からの依頼で，これまで共演の機会がなかったベルリ

ン国立歌劇場のオーケストラを指揮して，《アラベラ》のレコードを作ること

になったのである。この録音は，ベルリンのリュッツォウ通りにあるスタジオ

で，当初，初演後ほどない同年 7月10日の14時と翌11日の13時から開始される

合計 2回のセッションで完成させる計画だった。リヒャルト・シュトラウスの

希望により，以下の箇所がレコーディングの候補となっていた。第 1幕の二重

唱〈あの人は私に適した人ではないわ〉，25センチ盤片面。第 2幕の二重唱

〈父が申しますには，私と結婚なさりたいとか！〉，25センチ盤両面。第 3幕

フィナーレから〈本当に良かったですわ，マンドリーカ〉，25センチ盤片面。

オーケストラ作品として，第 3幕前奏曲とワルツ。セッションの初日には，

ヴィオリカ・ウルズレアクとアルフレート・イェルガーの二重唱， 2日目には

ウルズレアクとマルギット・ボコールの二重唱とオーケストラ作品が録音され

ることになっていた23。交渉の結果，オーケストラ作品の録音予定は中止に

なった。もし録音するとしたら，ベルリンのオーケストラがこの作品を演奏し

た後のほうがよいとの判断があったからである。各セッションも， 3時間まで
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ということになった24。

この計画は，ウルズレアクの急病のため，秋に延期された25。日程は 9月の
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うと考えていたのである27。
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し，第 1幕の二重唱〈だけど本当に，私のための人がこの世にいるのなら〉，

第 2幕の二重唱〈あなたのような方を，私はこれまで見たことがありません〉

の録音が行われたのである。録音終了後，クラウスはドイツ・グラモフォンの

スタッフに対し，共同作業に感謝の気持ちを述べる手紙を送った30。

クラウスとベルリンの楽壇との結びつきが生まれたことにより，1934/35年

のシーズン中に，クラウスをベルリン国立歌劇場のオーケストラ・コンサート

に招聘する計画が持ち上がってきた。この件は，歌劇場監督ヴィルヘルム・フ

ルトヴェングラーからクラウスに伝えられた31。これに対してクラウスは，

ウィーンでの活動に専念しなければならず，客演コンサートの仕事を制限して

いること，企画中のオペラ公演があって予定を開けておく必要があるとの理由
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で断りの手紙を書いている32。結局，クラウスとベルリン国立歌劇場との共演

は，1935年 1 月に同歌劇場監督に就任するまでに，このレコーディングしか機

会がなかったのである。

2 ．クラウスのベルリン国立歌劇場監督就任までの経緯

クラウスがベルリン国立歌劇場監督に就任するにあたり，決定的な要因と

なったのは，ヒトラーやゲッベルスとのコネクションである。彼らの間に関係

が生まれるきっかけとなったのは，1934年10月30日，バイエルン国立歌劇場総

支配人のオスカー・ヴァレックがゲッベルスに対し，このオペラ座の音楽総監

督ハンス・クナッパーツブッシュの退任と，その後釜にクラウスを据えること

を提案してきたことである33。この背景には，ヒトラーがクナッパーツブッ

シュをミュンヘンのポストから降ろし，その後釜にクラウスを据ようと考えて

いたことがあった34。同年11月22日，ゲッベルスは再びヴァレックと話し合う

機会を持ち，クラウスのミュンヘン招聘の件について，ゲッベルス自らが交渉

にあたる決断をする35。

ゲッベルスとクラウスの会合の可能性は，おそらくこの11月のヴァレックと

の話し合いの頃，クラウスに伝えられたと思われる36。クラウスの『指揮記録』

によると，彼がベルリンに滞在したのは11月23日から25日である。しかし，こ

のスケジュールでベルリンに滞在するためには，クラウスはウィーンでの仕事

を調整する必要があった。問題となったのは，11月22日である。この日，クラ

ウスはウィーン国立歌劇場でヴェルディの《ファルスタッフ》を指揮した後37，

シェーンブルンで開催された「ヨハン・シュトラウスの夕べ」でもタクトをと

ることになっていた38。ヴェルディの《ファルスタッフ》は，タイトルロール

で出演が予定されていたヤーロ・プロハスカが病気になったこともあり，ヴォ

ルフ＝フェラーリの《 4人の田舎者》に変更された39。また，「ヨハン・シュ

トラウスの夕べ」にクラウスはベルリンでのレコーディングという名目で出演

せず40，カール・アルヴィンが代役となった41。

11月22日の夜，クラウスはベルリンに向けて出発し，24日の午後 1時から 2
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時15分まで総統官邸でヒトラーとゲッベルスに会った42。ヒトラーとゲッベル

スの間では，この前日までに，「偉大な人間にして芸術家」であるクラウスを

ミュンヘンに招聘することで意見がまとまっていた43。面会当日の模様は，

ゲッベルスが日記に書き記している。クラウスに対してミュンヘンの件を切り

出したのはヒトラーだった。クラウスは，ウィーンを離れることに躊躇した。

当地のオペラ座の建物が素晴らしいと言うのである。そこでヒトラーとゲッベ

ルスは，ミュンヘンにも新しいオペラ座を建造すると返答したようだ44。この

場でクラウスがどのような返事をしたかについて，ゲッベルスの日記に記載は

ない。だが，クラウスがこの時の模様について『指揮記録』に「決定的な会

談」と書き残していることから，彼がこのオファーをどのように受け止めたか

を推測できよう。彼は，この場では承諾の旨は伝えなかったのかもしれないが

─もし承諾していたらゲッベルスは日記にそう記したはずだ─，この提案

に前向きであったのだ。

クラウスがこのオファーを好意的に受け止めることができた理由の一つとし

て，この時点で彼が抱えていた，ウィーン国立歌劇場との契約問題を挙げるこ

とができる。彼がウィーン国立歌劇場の総監督に就任したのは1929年 9 月 1 日

で，契約期間は 5年だった45。1934年春にこの契約更新は行われたものの， 1

年単位となっていた46。このような不安定な状況ゆえ，ヒトラーとゲッベルス

から提示されたポストは，クラウスにとって魅力的なものだったのである47。

クラウスのミュンヘン転出の準備が始まった矢先，ある事件が起きる。同年

11月25日，つまりクラウスがヒトラーやゲッベルスと会った翌日，ヴィルヘル

ム・フルトヴェングラーが作曲家パウル・ヒンデミットを擁立する記事「ヒン

デミットの場合」を発表した。これを契機に，いわゆるヒンデミット事件が起

きたのである。フルトヴェングラーは，ナチスの文化政策と対立する態度をと

る以上，公職にとどまることは許されなかった。12月 4 日，フルトヴェング

ラーはゲーリングのもとに行き，ゲッベルスに宛てた辞表を提出すると，ゲッ

ベルスはこれを受理した48。こうしてフルトヴェングラーは，ベルリン・フィ

ルハーモニー管弦楽団音楽監督をはじめ，ベルリン国立歌劇場監督，プロイセ
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ン枢密顧問官，さらには帝国音楽院副総裁の地位から身を引くことになる。同

日，ベルリン国立歌劇場音楽総監督だったエーリヒ・クライバーも，フルト

ヴェングラーに同調して職を辞した49。

フルトヴェングラーの辞任はこの翌日にウィーンでも報じられ50，すぐに後

任の候補者としてクラウスの名が噂された51。彼が11月末にベルリンに行って

いたことに目を付けた者がいたのである52。クラウスは，そのような申し出は

受けていないと回答した53。

ベルリンから戻った後，クラウスはウィーンでの指揮活動が続いた。11月2６

日のヴェルディ《ファルスタッフ》，11月30日のモーツァルト《魔笛》（いずれ

も国立歌劇場），12月 3 日のパレストリーナと J・S・バッハの作品によるウィー

ン国立歌劇場合唱団の合唱コンサート（楽友協会），12月 5 日のウィーン音楽ア

カデミー（現在のウィーン国立音楽大学）による記念コンサート（楽友協会），12

月 7 日のヴェルディ《ファルスタッフ》，12月 ８ 日のビットナー《すみれ》の

初演（いずれも国立歌劇場）がそれである。この間にナチスの上層部では，フル

トヴェングラーの後任の件で議論が進んでいた。その詳細は明らかではないが，

面談をしたばかりのクラウスに対し，ミュンヘンに代わり，ベルリンのポスト

を提供することで話が進んだことは確かだ。クラウスは，ビットナーの初演の

後，ベルリンへ向かう54。12月10日の午後 4時半から 5時半に総統官邸でふた

たび面談が行われた。そして，同日午後 7時15分，クラウスはベルリン国立歌

劇場監督に任命されたのである55。

クラウスのオペラ監督任命は，この劇場における実績が買われたというより，

政治的決定であったと言える。このようなトップダウン式の歌劇場人事は，ナ

チスが政権を掌握してから程なくして始めていたことだった。その事例として，

ドレスデン国立歌劇場のケースを挙げることができる。ナチスが政権を獲得し

た時，フリッツ・ブッシュがこの劇場の音楽監督の任にあった。《アラベラ》

初演で述べたように，1933年 3 月 7 日のヴェルディ《リゴレット》の公演を最

後に，ブッシュはこの職を辞すことになる。この後任候補となったのは，それ

までこの劇場と縁がなかったカール・ベームである。彼の回想録によると，彼
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はこの劇場での最初の公演となったワーグナーの《トリスタンとイゾルデ》第

1幕の演奏を終えた後，音楽監督への就任を打診された。ベームはハンブルク

の契約が残っていたことを理由にこのオファーを固辞したものの，ドレスデン

での活動に魅力を感じたため，ハンブルクに戻ると契約満了前に退職できるよ

うに願い出たという56。このプロセスは迅速に進められた。ベームがドレスデ

ンに客演したのは 5月 3日57，移籍が決定し，彼が友人からの祝いの手紙に返

礼したのはこの10日後である58。そして翌年 1月 1日からはドレスデンに居を

移すことになる59。この人事がこれほど手際よく進んだ背景には，1934年 4 月

にベームが友人に宛てた手紙で述べたように，ヒトラーの意向があった60。

ベームがこの劇場に初めて招聘された際，公演が終わる前に音楽監督を打診さ

れたのも，おそらくこの時点までに人選が済んでおり，本人の希望があれば話

が進むようになっていたためと思われる。

さて，クラウスのベルリン移籍決定は，12月11日にウィーンでも報じられた。

このニュースを第 1面で報じた新聞さえあったのである61。この日の午後，ク

ラウスは翌年 ８月末までとなっていたウィーン国立歌劇場との契約を解消する
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12 桜 文 論 叢

3 ．1935年から1936年にかけてのベルリンにおけるクラウスの活動

クラウスがベルリン国立歌劇場音楽監督としての活動を開始したのは1935年

1 月からだったが，この街での活動はわずか 2年で終わった。その理由は，彼

はヒトラーやゲッベルスとのコネクションはあるものの，ベルリンの楽壇とほ

とんど縁がない状態でオペラ座の監督に就任したことにあった。制作現場で権

限を持つ人々との交渉で手を煩わされたのである。クラウスにとって不幸だっ

たのは，フルトヴェングラーが1935年 2 月にはゲッベルスに謝罪し，同年 4月

からベルリンで活動を再開したことだった。総支配人ハインツ・ティーティエ

ンのように，突如現れたこの新参者に劇場を追われることを恐れるあまり，フ

ルトヴェングラーと組み，反クラウスのキャンペーンを行う者さえいた。それ

があまりに執拗であったため，同年 5月にはクラウスがミュンヘンに転出し，

フルトヴェングラーがベルリン国立歌劇場監督に復帰するという噂が流れるよ

うになる66。クラウスもゲッベルスに事あるたびに不満を述べるようになり，

当初約束されていたミュンヘンへの異動を希望する。その結果，クラウスは

1937年 1 月に活動の拠点をミュンヘンに移すことになる67。

以上は，1935年から翌年にかけてのクラウスとベルリン国立歌劇場との関係

についての要点である。今回は，歌劇場内での複雑な人間関係には踏み込まず，

クラウスの音楽活動に目を向け，そのアウトラインを描くことにしたい。この

期間の活動のメインだった，ベルリン国立歌劇場でのオペラ公演のほか，ラジ

オ放送の番組出演とレコーディングにも着目する。なお，クラウスのオペラ公

演の演目と日付は，クラウスの『指揮記録』に基づくものである。

3.1　1935年 1 月から 6月までの活動

クラウスがベルリンで披露した最初の演目は，ワーグナーの《ニュルンベル

クのマイスタージンガー》だった。この演目は 1月15日に続き，シーズンに終

わりまでにさらに 4回（ 1月20日， 1月30日， 3月 3日， 5月11日），クラウスの

指揮で公演が行われている。ナチスが政権を掌握してちょうど 3年目にあたる
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1月30日の公演には，ヒトラーも臨席したという。このほか，クラウスが指揮

した作品は，ワーグナーの《ニーベルングの指環》 4部作が 2回（《ラインの黄
金》は 1月2６日と ６月 9日，《ワルキューレ》は 1月27日と ６月10日，《ジークフリー

ト》は 2月 3日と ６月12日，《神々の黄昏》は 2月 ６日と ６月14日），リヒャルト・

シュトラウスの《アラベラ》が 4回（ 3月 9日， 3月24日， 4月27日， 7月 1日），

《エジプトのヘレナ》が 9回（ 3月30日〔新演出初日でヒトラーが臨席した〕， 4月

4日， 4月 9日， 4月12日， 4月25日， 5月 3日， 5月24日， ６月 5日， ６月19日），

《ばらの騎士》が 7回（ 5月 ８日〔新演出初日〕， 5月12日， 5月22日， 5月2８日， ６

月 2日， ６月22日， ６月25日）である。これらの演目を見てわかるように，クラ

ウスが音楽監督に就任した最初のシーズンでは，彼の担当はワーグナーとリ

ヒャルト・シュトラウスの公演に集中していた。このことは，クラウスの招聘

の際，彼のドイツ・オペラのスペシャリストとしての側面が買われたことを物

語っている。

本稿の第 1章で見たように，1933年以降のドイツにおいてクラウスがラジオ

やレコードという音声メディアを通じて示してきたのは，リヒャルト・シュト

ラウスの演奏に秀でた指揮者という側面だった。この特質は，この1935年 1 月

から ６月までのラジオ放送を通じても広く世に伝えられている。先の公演のう

ち，《エジプトのヘレナ》の初日は，帝国放送ベルリン局によって生放送され

た。この ６か月間にクラウスが出演したラジオ番組はさらに 2つあるが，その

いずれにおいても，彼はリヒャルト・シュトラウスの作品を指揮している。

その一つは，1935年 5 月 1 日に放送された番組である。この日は祝日で，全

国ネットのドイツ放送と各地方局が番組を持ち寄りながら，終日，全国統一放

送が行われた。クラウスが関係したのはベルリン国立歌劇場において開催され

た帝国文化院の祝典行事で，この模様も全国に中継された68。この行事の式次

第については，1930年代後半に作成された帝国放送協会本部の録音盤リストか

ら知ることができる。放送の開始は 9時55分で，ヘルマン・プレープストのア

ナウンスによる導入アナウンスの後，クラウスが国立歌劇場のオーケストラ

（シューツカペレ・ベルリン）を指揮してリヒャルト・シュトラウスの《祝典前奏
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曲》を演奏した（演奏時間は10分17秒）。その後，ゲッベルスの演説が続いた。

内容は，ドイツの文化建造物の改築と，1934/35年度の国家賞をレニ・リー

フェンシュタールとエーバーハルト・ヴォルフガング・メラーに授けることを

告知するものだった（33分 1 秒）。その後，ブラームスの交響曲第 4番から第 4

楽章がローベルト・ヘーガー指揮のシュターツカペレ・ベルリンによって演奏

され（演奏時間は ８分2６秒）69，祝典は終わった。

この祝典に次ぐクラウスのラジオ出演番組は，1935年 ６ 月11日の20時15分か

ら21時45分にリヒャルト・シュトラウスの71歳を祝して公開放送された，《ナ

クソス島のアリアドネ》の劇中劇全曲である。指揮者クレメンス・クラウス，

放送演出レオポルト・ハイニッシュのほか，以下の歌手がメンバーとなった。

アリアドネ：ヴィオリカ・ウルズレアク（ソプラノ）

バッカス：ヘルゲ ･ロスヴェンゲ（テノール）

水の精：ミリツァ・コルユス（ソプラノ）

木霊：イロンカ ･ホルンドナー（ソプラノ）

木の精：ゲルトルーデ ･リュンガー（アルト）

ツェルビネッタ：エルナ ･ベルガー（ソプラノ）

ブリゲッラ：エーリヒ ･ツィンマーマン（テノール）

スカラムッチョ：ベンノ ･アルノルト（テノール）

ハルレキン：カール ･ハンメス（バリトン）

トルファルディン：オイゲン ･フックス（バス）

帝国放送ベルリン局大管弦楽団のメンバー70

この放送は，ヨーロッパで広く聞かれるものとなった。ドイツでは「国民の

時間」での全国統一放送，すなわち全国ネットのドイツ放送，ドイツ国内の各

地方局（ベルリン，ブレスラウ，フランクフルト，ハンブルク，ケルン，ケーニヒスベ

ルク，ライプツィヒ，ミュンヘン，シュトゥットガルト）の同時放送番組とされた。

ドイツ国外で全曲を放送したのはルーマニア，スウェーデン，スイス，ユーゴ
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スラビアで，部分的な中継を実施したのはフィンランド（最初の30分），スペイ

ンのマドリッド局（最初の45分）だった71。

この《アリアドネ》の放送は，ナチ政権下の文化政策がどのような実りをも

たらすかを広く伝えるプロパガンダとして，大きな波及効果が期待できるもの

と言えた。それゆえ，帝国放送協会指導部はこの番組の制作を担当する帝国放

送ベルリン局に対し，3000ライヒスマルクの助成金を提示した72。そもそもこ

の番組は，ベルリン国立歌劇場の要職にある指揮者に加え，ベルガー，ウルズ

レアク，ロスヴェンゲなどの名だたる歌手も擁していたため，放送局が全額負

担する自主制作番組としては経費の掛かるものであったということもある。こ

の番組の出演者への報酬は，現時点で把握できた限りでは，ウルズレアクには

８00ライヒスマルク73，ベルガーには400ライヒスマルク74，リュンガーは300ラ

イヒスマルクである（旅費はこれとは別に支給された）75。他の出演者については，

この時期の放送局自主制作番組への出演料が参考になるだろう。これまでの調

査で明らかになったのは，クラウスには1937年 3 月14日にシュトゥットガルト

局が放送したモーツァルト《ティートの慈悲》で1000ライヒスマルク76，ロス

ヴェンゲには1937年 2 月25日にミュンヘン局によるプッチーニ《蝶々夫人》で

６00ライヒスマルクが出演料として支払われている77。彼らにも旅費の分は加

算されていた。

この番組は放送スタジオからオンエアされたため，劇場中継とは異なり，適

切な場所にマイクを配置できた。音声の状態が良く，番組は放送と同時に録音

盤にも収録されている。1940年 ６ 月にはミュンヘン局でこの録音が放送する計

画が立てられていたことが物語るように78，再放送の可能性も想定しての措置

である。幸い，この音源は戦火を免れ，完全な形で残ったため，クラウスがド

イツ帝国放送協会の自主制作番組に初めて出演した折の模様を今日でも耳にす

ることができる79。

3.2　1935年10月から1936年 6 月までの活動

ベルリン国立歌劇場監督として 2シーズン目（1935/3６年）になると，クラウ
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スは 4つの演目を 9回ずつ指揮している。モーツァルトの《コジ・ファン・

トゥッテ》（10月 ６ 日，10月19日，10月2６日，11月 7 日，11月13日，11月22日， 1月13

日，4月1８日，4月22日），リヒャルト・シュトラウスの《ばらの騎士》（10月17日，

11月1６日，12月27日， 1月2８日， 3月 1日， 3月13日， 4月12日， ６月13日， ６月22日），

ベートーヴェンの《フィデリオ》（11月 2 日〔新演出初日〕，11月 9 日，11月19日，

12月 1 日，12月11日， 1月21日， 1月30日， ６月 ８日， ６月15日）， プ ッチーニの

《トゥーランドット》（12月 ８ 日〔新演出初日〕，12月14日，12月2６日， 1月 1日， 2

月 4日， 2月1６日， 4月 5日， 4月14日， 5月31日）がそれである。このうち1935

年10月2６日の《コジ・ファン・トゥッテ》と12月2６日の《トゥーランドット》

がラジオで生放送された。

このシーズンの演目を見ると，クラウスのレパートリーの多様さが発揮され

るようになってきているのがわかる。おそらく，彼がウィーンで育てた歌手が

歌劇場の専属契約となり，柔軟にプログラムを組めるようになったためと思わ

れる。そうした彼の活動の一端を示しているのが，193６年にドイツ・グラモ

フォン社によって制作された数多くのレコードである。先に見た1933年の事例

のように，制作サイドで盤面が増えることを極度に嫌っていた雰囲気はなく，

ベルリンにおけるクラウスの上演演目に含まれていなかった作品も収録された。

この背景には，ドイツのレコード産業がこの時期に回復してきたことが影響し

ているのだろう80。この時クラウスが収録した曲目については，1933年のケー

スと異なり，彼のもとに記録が残されていない。本稿ではマイケル・グレイの

リサーチを基礎とし81，これに不足している情報を加えて全体を把握すること

にしたい。なお，＊印を付した曲目は，グレイの記録ではオーケストラ名が記

載されていないが，他の作品と同様，ベルリン国立歌劇場のオーケストラ，す

なわちシュターツカペレ・ベルリンが演奏している可能性は高いように思われ

る。

1月22日

モーツァルト：《フィガロの結婚》第 3幕から手紙の二重唱



16 桜 文 論 叢

スは 4つの演目を 9回ずつ指揮している。モーツァルトの《コジ・ファン・

トゥッテ》（10月 ６ 日，10月19日，10月2６日，11月 7 日，11月13日，11月22日， 1月13

日，4月1８日，4月22日），リヒャルト・シュトラウスの《ばらの騎士》（10月17日，

11月1６日，12月27日， 1月2８日， 3月 1日， 3月13日， 4月12日， ６月13日， ６月22日），

ベートーヴェンの《フィデリオ》（11月 2 日〔新演出初日〕，11月 9 日，11月19日，

12月 1 日，12月11日， 1月21日， 1月30日， ６月 ８日， ６月15日）， プ ッチーニの

《トゥーランドット》（12月 ８ 日〔新演出初日〕，12月14日，12月2６日， 1月 1日， 2

月 4日， 2月1６日， 4月 5日， 4月14日， 5月31日）がそれである。このうち1935
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1月22日

モーツァルト：《フィガロの結婚》第 3幕から手紙の二重唱

� 171930年代ベルリンにおけるクレメンス・クラウスの音楽活動（佐藤）

　ヴィオリカ・ウルズレアク，エルナ・ベルガー（ソプラノ）

2月19日

ヴェルディ：《リゴレット》第 1幕から〈二人は同じ〉

ヴェルディ：《リゴレット》第 2幕から〈悪魔め，鬼め〉

　アレクサンデル・スヴェト（バリトン）

2月21日

ヴェルディ：《トロヴァトーレ》第4幕から〈ご覧下さい，私の苦い涙を〉＊

　�ヴィオリカ・ウルズレアク（ソプラノ），アレクサンデル・スヴェト

（バリトン）

4月23日

�R・シュトラウス：《ばらの騎士》第 3幕から〈夢だわ，本当ではあり

得ない〉

　ティアナ・レムニッツ，エルナ・ベルガー（ソプラノ）

5月29日

ヴェルディ：《仮面舞踏会》第 1幕から〈あなたの生命には〉

ヴェルディ：《仮面舞踏会》第 3幕から〈お前こそ心を汚すもの〉

　アレクサンデル・スヴェト（バリトン）

R・シュトラウス：〈春の祭り〉作品5６- 5

R・シュトラウス：〈ツェツィーリエ〉作品27- 2

　ヴィオリカ・ウルズレアク（ソプラノ）

６月 ６ -12日

モーツァルト：《ドン・ジョヴァンニ》第 1幕から〈お手をどうぞ〉82

　ハインリヒ・シュルスヌス（バリトン），エルナ・ベルガー（ソプラノ）

６月11日

モーツァルト：《ドン・ジョヴァンニ》第 1幕から〈お手をどうぞ〉＊

�ワーグナー：《タンホイザー》第 1幕から〈君が大胆な歌で我々と争っ

たとき〉＊

�ワーグナー：《タンホイザー》第 2幕から〈ああ，天よ，わが願いをき
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きたまえ！〉＊

　ハインリヒ・シュルスヌス（バリトン），エルナ・ベルガー（ソプラノ）

ヴェルディ：《ドン・カルロ》第 3幕から〈私の最後の日〉＊83

　ハインリヒ・シュルスヌス（バリトン）

7月31日

ヴェルディ：《トスカ》第 2幕から〈歌に生き，恋に生き〉

プッチーニ：《トゥーランドット》第 2幕から〈この宮殿の中で〉

　ヴィオリカ・ウルズレアク（ソプラノ）

R・シュトラウス：《ばらの騎士》第 3幕から〈私が誓ったことは〉

�　�ヴィオリカ・ウルズレアク，エルナ・ベルガー，ティアナ・レムニッ

ツ（ソプラノ）

3.3　1936年11月 6 日の「工場コンサート」

ベルリン国立歌劇場の1935/3６年のシーズンが 7月 ６日に終わった翌日，ク

ラウスは休暇に入る。そして 9月 1日に，バイエルン国立歌劇場の芸術総監督

の契約に署名した。ミュンヘンでの活動は1937年 1 月 1 日からだった84。クラ

ウスがミュンヘンに移転するまではベルリンのポストについていたが，『指揮

記録』によると，彼には「ベルリンで193６年12月末日まで休暇が与えられた」。

そのため，彼はこの年の後半にベルリン国立歌劇場の公演を指揮することはな

かった。しかし，オペラ座の「監督」としてこの休暇期間にベルリンで演奏す

る機会があった85。R・シュトック社において開催された「工場コンサート

（Betriebskonzert）」である。

この「工場コンサート」とは，クラシック音楽の一流演奏家が工場を訪問し

て昼休みに演奏を披露する，放送局主催の公開行事だった。番組の時間は６0分

である。この番組への出演料は手厚かったと思われる。1937年 1 月29日に開催

された「工場コンサート」を例にすると，カール・ベームに８00ライヒスマル

ク，エルナ・ザックに500ライヒスマルク，ヘルゲ・ロスヴェンゲに700ライヒ

スマルクが旅費とは別に支払われているのである86。
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� 191930年代ベルリンにおけるクレメンス・クラウスの音楽活動（佐藤）

193６年11月 ６ 日の正午から13時に開催されたクラウスのコンサートは，この

シリーズの第 1回にあたり，全国統一番組として生放送された。彼が指揮した

のはドイツ放送大管弦楽団（Das�Große�Orchester�des�Deutschlandsenders）で，

演目はニコライの《ウィンザーの陽気な女房たち》序曲，ウェーバーの《魔弾

の射手》からマックスのレチタティーボとアリア〈嫌だ，これ以上，この苦し

みには耐えられない〉，ブラームスの《ハンガリー舞曲》から 2曲（作曲者によ

る編曲），ビゼーの《カルメン》からドン・ホセのアリア（花のアリア），チャイ

コフスキーの組曲《くるみ割り人形》抜粋（序曲，行進曲，〈中国の踊り〉，〈トレ

パーク〉，〈花のワルツ〉），ワーグナーの《タンホイザー》序曲で，ウェーバーと

ビゼーではテノールのマルセル・ヴィトリッシュが出演した87。

コンサートが親しみやすい曲で構成された理由は，この行事が芸術を一般に

開かれたものにすることを目指すナチスの理念を実現したものだったからであ

る。コンサートのレポートにおいては，この行事はナチスの余暇団体「歓喜力

公団」のスローガンの一つ「芸術は国民のものである」が実行に移されたもの

とみなされていたし，この行事の開催にあたって帝国放送指導者だったオイゲ

ン・ハダモフスキーも，「芸術家は，王とともにではなく，労働者とともに歩

むべきである」と述べたという88。

４ ．ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団への客演

ベルリン国立歌劇場のポストを離れた後，クラウスは活動の拠点をミュンヘ

ンに移した。そのため，必然的にベルリンの楽壇との関係は疎遠になってゆく。

彼がふたたびベルリンで演奏できるよう段取りを整えたのは宣伝省である。

193８年11月25日，ドイツ・オペラハウスにおいて，帝国文化院の設立 5年を祝

う記念行事が開催された。この祝賀演奏で，クラウスはベルリン・フィルハー

モニー管弦楽団を指揮する機会を初めて得たのである。

クラウスがこの行事に招聘されるまでの経緯は，ベルリン・フィルの支配人

ハンス・フォン・ベンダがクラウスにあてた手紙（193８年11月 5 日付）によって

推測することができる。この書簡によると，宣伝省のルートヴィヒ博士なる人
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物がベルリン・フィルに対し，この行事でクラウスが指揮することを伝えてき

たという89。このことは，指揮者の人選にはベルリン・フィルが関与せず，ク

ラウスと宣伝省の間で決定していたことを意味している。

クラウスの出演はこの行事の20日前に決まったため，リハーサルのスケ

ジュール調整が問題となった。ベルリン・フィルでは11月20日と21日にブルー

ノ・キッテルの指揮によるブラームスの《ドイツ・レクイエム》，11月24日に

プロイセン芸術アカデミーで 4人の作曲家が自作を指揮するコンサートが予定

されていた90。いずれも演奏の機会がそれほど多くない作品だけに，十分なリ

ハーサルが必要だった。一方，クラウスは，11月22日にミュンヘンでリヒャル

ト・シュトラウスの《平和の日》の公演を指揮することになっていた。双方に

とって件の行事のために十分にリハーサルができる時間は，11月19日の10時か

ら1６時までの間にしかなかった91。この前日にクラウスはハノーヴァーでヴィ

オリカ・ウルズレアクとの「歌曲の夕べ」に出演することになっていたため，

ここからベルリンまでの移動時間を勘案した結果，19日の午前11時30分から

フィルハーモニーでリハーサルをするということで話がついた。しかし，これ

では本番の会場で音響が確認できないため，行事当日にもベルリン・オペラハ

ウスで最終リハーサルをすることになった92。ただし，共演のシュルスヌスは

19日のリハーサルに参加できないため，伴奏は彼なしで練習しておき，当日の

本番 1時間前の10時半から会場でオーケストラと合わせることになったよう

だ93。

この行事もラジオで中継放送され，ドイツ帝国放送協会によって録音盤も制

作された。当日の式次第を，全22面に収録された録音盤の内容で示すと次のよ

うになる。

5020６～5020８　リヒャルト・シュトラウス：《祝典前奏曲》（ ６分）

［注記］�この作品の演奏には約12分を要するが，1939年のリスト作成時点

で音源の一部が失われていた。

5020８～50209　�拍手とアナウンス（ 1分19秒），シューベルト：〈音楽に寄せ
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� 211930年代ベルリンにおけるクレメンス・クラウスの音楽活動（佐藤）

て〉（ 2分57秒）

50209～50211　�シューベルト：〈無限なるものに〉（ 4分 2秒），拍手とアナウ

ンス（ 1分 9秒）

50211～50214　�J・S・バッハ：ブランデンブルク協奏曲第 3番から第 1楽

章と第 3楽章（11分44秒），拍手とアナウンス（ 1分21秒）

50214～50217　�ローベルト・ライの演説（ 9分1６秒），拍手とアナウンス（ 1

分 4秒）

50217～5022６　�ヨーゼフ・ゲッベルスの演説（31分14秒），ライによる閉会の

辞（42秒），国歌（ 2分 3秒）

5022６～50227　終了アナウンス（ 1分3６秒）94

現在，この音源はドイツ放送アーカイブに保存されているが，現存している

のは演説の部分が中心で，音楽は《祝典前奏曲》の冒頭部分55秒間，〈音楽に

寄せて〉の全曲のみである95。この録音を聞くと，リハーサルの時間が限られ

た演奏ではあったため，特に 1番の歌唱においてシュルスヌスといささか息の

合わないところがあることは否めない。しかし，クラウスが巧みにルバートを

用いてテンポに絶妙な揺らぎを作っていること，さらに彼の音楽作りの特徴と

言える陶酔的で透明感のある音色をベルリン・フィルから引き出すことに成功

していることも，この録音からうかがわれる。

さて，その後クラウスは，1939年 3 月 ８ 日にベルリン国立歌劇場に復帰を果

たす96。演目はリヒャルト・シュトラウスの《ダフネ》と《平和の日》である。

いずれもこの前の年に初演された 1幕物のオペラで，前者はドレスデンでカー

ル・ベーム，後者はクラウスがミュンヘンで初演を手掛けていた。このダブル

ビルによる公演は，その後， 3月12，17，24日， 4月11日， 5月 4日と続く。

クラウスはさらに 5月にベルリンにおいて，外国人のためのドイツ音楽研究所

（Deutsches�Musikinstitut� für�Ausländer）で行われた指揮者講習会の講師も担当

した（ 5月 2～ 5，10，14，15，25日）。彼はベルリンに長期滞在しなかった。任

地のミュンヘンだけでなく，各地で精力的に公演をこなしながら，ベルリンの
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仕事を成し遂げたのである。以下，そのスケジュールを具体的に示す。 3月15

日にワーグナーの《トリスタンとイゾルデ》でウィーン国立歌劇場にも復帰し，

その後，彼の任地であるミュンヘンにおけるオペラ公演（ 3月1８日と 5月24日に
リヒャルト・シュトラウスの《サロメ》， 3月22日に《トスカ》， 3月25日にムソルグス

キーの《ソローチンツィの定期市》とオルフの《月》， 4月 9日にビゼーの《カルメン》，

4月10日と 5月 7日にプフィッツナーの《パレストリーナ》， 4月13日にチャイコフス

キーの《エフゲニー・オネーギン》， 4月20日にリヒャルト・シュトラウスの《平和の

日》， 4月22日にプッチーニの《トゥーランドット》， 5月1６日にリヒャルト・シュトラ

ウスの《ばらの騎士》， 5月1８日にヴェルディの《ドン・カルロ》）とオーケストラ・

コンサート（ 5月 ８日，ベートーヴェンの交響曲第 ８番，ソプラノのフェリーチェ・
フューニ＝ミハチェクを迎えてのプフィッツナーの歌曲〈春の空はなぜこんなに青い〉

作品 2 - 2 ，〈菩提樹の下で〉作品24- 1 ，〈悲しみの聖母像の前で祈るグレートヒェン〉

作品3８- 5 ，〈母なるヴィーナス〉作品11- 4 ，ドヴォルザークの交響曲第 9番《新世界か

ら》）を指揮する。加えて，レーゲンスブルクにおいてウルズレアクとの歌曲

の夕べ（ 3月20日），フランクフルトでのオペラ客演（ 4月1６日にプフィッツナー

の《パレストリーナ》， 4月1８日にリヒャルト・シュトラウスの《ばらの騎士》），フロ

レンツでのオーケストラ・コンサート（ 3月30日，ベートーヴェンの交響曲第 ８番，
レスピーギの交響詩《ローマの噴水》，リヒャルト・シュトラウスの《アルプス交響

曲》）にも出演したのである。

193８年11月の記念行事に続くベルリン・フィルとの共演オファーは，この多

忙な日々を送っていた最中の 4月13日にクラウスのもとに届いた97。 ６月11日

に75歳となるリヒャルト・シュトラウスのための記念公演で，宣伝省のゲッベ

ルスの後援により実現したのである。公演は，ラジオでも全国に中継放送され

ることになっていた。

この時も，リハーサルのスケジュール調整に時間を要した。 ６月10日にクラ

ウスは，ウィーン国立歌劇場でリヒャルト・シュトラウスの《平和の日》を指

揮することになっていた。そのための準備の合間しか時間が取れず，ベルリン

でのリハーサルは ６月 ６日と 7日の午前中となった98。また，《平和の日》を
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仕事を成し遂げたのである。以下，そのスケジュールを具体的に示す。 3月15
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終えた後，翌日の記念コンサートのゲネラルプローベに間に合うよう，彼は

ウィーンとベルリン間を特別機で移動する手筈が整えられていた99。

６月11日の午前中，リヒャルト・シュトラウスはウィーン・フィルハーモ

ニー管弦楽団とともに，75歳を祝うコンサートを指揮することが決まっていた。

クラウスは，このコンサートもラジオで中継放送が予定されていたことをベル

リン・フィルからオファーを受けた時点で知っていたため，ウィーン・フィル

との競合を避けたプログラムを組もうとした100。ウィーン・フィルが演奏した

のは，《ウィーン・フィルのためのファンファーレ》（この曲のみルドルフ・モラ

ルトの指揮だった），組曲《町人貴族》（ヴォルフガング・シュナイダーハンのヴァイ

オリン，ハンス・アルトマンのピアノ），《家庭交響曲》である101。これに対し，ク

ラウスとベルリン・フィルは，交響詩《ティル・オイレンシュピーゲルの愉快

ないたずら》，ヴィオリカ・ウルズレアクをソプラノ独唱に迎えての《フリー

ドリヒ・ヘルダーリンの 3つの賛歌》，交響詩《英雄の生涯》を演奏し，作曲

者の誕生日を祝った102。

5 ．総括

ヒトラーが政権を取った時点で，クラウスはベルリンの楽壇とコネクション

を有していなかったものの，リヒャルト・シュトラウスの《アラベラ》世界初

演を指揮したことで，ドイツ・グラモフォンからの同曲のレコーディングをす

る機会を得た。このレコーディングで指揮したのは，ベルリン国立歌劇場の

オーケストラである。これを契機にこのオーケストラとの縁が生まれはしたが，

次の共演の機会がないまま，1934年のヒンデミット事件を迎える。この事件で

フルトヴェングラーが公職をすべて辞した時，そのポストにはベルリン国立歌

劇場監督も含まれていた。ヒンデミット事件の引き金となるフルトヴェング

ラーの「ヒンデミットの場合」が新聞に掲載される前日，クラウスはヒトラー

とゲッベルスに会っている。クラウスをウィーン国立歌劇場からバイエルン国

立歌劇場に引き抜くためのものだった。しかし，ヒンデミット事件でフルト

ヴェングラーがベルリン国立歌劇場監督を辞すという，想定外の事態が起きた
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ことで，クラウスがこの歌劇場のポストを継ぐことになる。このベルリン人事

は，ベルリン国立歌劇場で強い人事権を有していたゲーリング主導によるもの

というのがこれまでの見方だった103。しかし，ヒトラーやゲッベルスの間でク

ラウスのミュンヘン移籍が同時期に前向きに検討されていたことを踏まえると，

この計画がトップダウンで切迫性を増ししていたベルリンに変更されたとみな

すのが妥当である104。ゲーリングが本件の決定に関わったとすれば，それはヒ

トラーとゲッベルスの意向に従うことであったと思われる。

このような経緯を経てクラウスはベルリン国立歌劇場監督に就任したものの，

その期間はわずか 2年で終わった。フルトヴェングラーの復帰とともに，ベル

リンにおけるクラウスの立ち位置が悪くなったためである。しかし，あらため

て考えてみると，クラウスがベルリンのポストを辞してミュンヘンに異動した

のは，当初の計画に戻ったことを意味している。クラウスにとっても，最初に

ナチスから打診されたのはバイエルン国立歌劇場の話だったため，クナッパー

ツブッシュの退任の話が進まない状況を踏まえて，ベルリンからミュンヘンに

移ることを希望できたのである。

クラウスのベルリンにおける活動は，国立歌劇場でのオペラの指揮に加え，

ラジオ放送やレコード制作においても行われた。特に音声メディアを通じての

活動は，ベルリンの音楽文化を広く世界に示す機会となったことだろう。そし

て，ベルリン国立歌劇場監督を辞任した後，クラウスは宣伝省を通じて，ベル

リン・フィルハーモニー管弦楽団を指揮する機会を得ることになる。帝国文化

院での祝賀演奏，全国放送でのリヒャルト・シュトラウス生誕75年記念演奏会

という，ナチスのプロパガンダとしての性格が強い行事への招聘だった105。

全体を俯瞰すると，クラウスの活動を支えた人物として，リヒャルト・シュ

トラウスの存在の大きさに気づかされる。クラウスの演奏レパートリーでこの

作曲家の作品が重要な位置を占めていたことは，本稿で示した多くの事例に

よって明らかである。クラウスがベルリン国立歌劇場との縁を作るきっかけと

なったのも，この作曲家の《アラベラ》初演だった。そして，レコーディング

でもこの作品が取り上げられている。先にこのレコーディングに関して詳述し
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たが，プロセスを注意深く見ると，全 4面のレコードを作るにあたり，シュト

ラウスの意向が反映されるものとなっていた。文書で確認はできないが，レ

コーディングの指揮者の人選にもシュトラウスが口添えした可能性も指摘でき

そうだ。そもそもシュトラウスは，かつてベルリン国立歌劇場の音楽総監督を

務めていたため，作曲家としてのみならず，演奏家を推薦するということにか

けても，ベルリンにおいて強い発言力を持っていたのである。

クラウスがリヒャルト・シュトラウスの解釈に秀でた指揮者だったというこ

とは，音声メディアを通じても広く世に伝えられていた。ドレスデンにおける

《アラベラ》初演のラジオ中継とベルリンでのレコーディング，ベルリン国立

歌劇場からの《エジプトのヘレナ》のラジオ中継，ドイツ帝国放送協会制作の

《ナクソス島のアリアドネ》の公開放送，1935年と193８年の帝国文化院の行事

における演奏と中継放送，193６年のレコーディングでの《ばらの騎士》，そし

てリヒャルト・シュトラウス生誕75年記念コンサートの放送である。

音声メディアとのかかわりとなると，宣伝省によるプロパガンダを意識せざ

るを得なくなるが，クラウス本人としてはどうだったのか。《アラベラ》のレ

コーディングのところで述べたように，クラウスの関心はレコードによって作

品の模範的解釈を残すことにあった。クラウスが音声メディアを通じて演奏を

披露したのも，敬愛する作曲家の作品を秀逸な演奏で世に広めたいという，彼

の芸術的欲求ゆえであろう。こうしたクラウスの想いは，ナチスのプロパガン

ダの一環として展開されることになるが，これはこの時代に音楽家がドイツの

第一線で活躍するために避けて通れぬことだったのである。

＊�本研究は JSPS 科研費 JP2６770071，JP17K0237８，JP21K0021８の助成を受け

たものである。
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